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時

訊
轟両

.

支

那

の
産

業

に
…封
ず

ろ
投

資

戸

田

海

市

一

支
那
投
資
の
方
向
聴
換

.

邦
人
の
支
那
に
於
け
る
投
資
起
業
は
、
過
去
に
於
て
は
我
政
治
的
努
力
に
依
績
し
て
排
他
的
の
利
権
を
獲
得
す

る
こ
ε
を
主
眼
ξ
し
た
。
最
も
満
洲
及
山
東

に
於
け
る
邦
人
の
投
資
に
は
普
通
の
産
業
的
性
質
を
有
す

る
も
の
も

相
當
に
あ
る
が
、
是
亦
此
等

の
地
方
に
掛
す
る
我
国
の
政
治
上
の
特
種
地
位
を
利
用
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

我
識
者
の
間
に
は
支
那
市
場
を
主
要
の
相
手

・し
す
る
國
内
工
業
が
、
其
事
業
の

一
部
を
支
那
に
於
て
経
管
し
、
以

て
國
内
工
業
の
向
上
ε
安
定
ご
を
圖
る
の
必
要
が
認

め
ら

れ
、
叉
妄
り

に
政
治
的
勢
力

に
依
頼
す
る
利
権
獲
得

運
動
の
不
當
な
る
こ
酋
が
夙

般
主
張
せ
ら
れ
陀
が
、
支
那
貿
易

に
重
大

の
關
係
を
有
す

る

一
般
工
業
家
は
、
園
内

企
業
よ
り
生
す
る
眼
前
の
利
益

に
満
足
し
て
、
支
那
に
於
け
る
起
業
を
等
閑

に
し
た

る
の
み
な
ら
ず
、
邦
人
が
國

内
に
脛
督
す

る
事
業
ご
同
種
類

の
も
の
を
支
那
に
於
て
も
経
管

し
、
以
て
邦
人
自
か
ら
園
内
産
業

に
謝
す
る
競
争

時

論

支
那
の
産
業
に
野
す
る
投
資

「

第
十
六
旛

(第
六
號

七
ご

九
五
九



時

論

支
那
の
産
業
に
封
ず
ろ
投
資

第
十
六
巻

(第
六
號

七
二
)

九
六
〇

を
慧
繋

る
こ
ど
は
・

肩

の
資
本
害

し
て
利
盆
を
得
る
こ
美

な
り
こ
し
て
も
、
自
國
の
嚢

を
自
か
ら
破

壊
す

る
非
愛
国
的
の
行
動

で
め
り
、
叉
之
が
爲
め
に
我
労
働
者
を
し
で
失
業
に
陥
ら
し
む
る
こ
蓬

、
な
る
か
ら
、
、

其
行
動
た
る
や
甚
だ
非
肚
會
的

の
も
の
で
あ

る
ε
云
ふ
反
封
論
が
強
か

っ
セ
。

.

然
る
蕨

洲
拳

暴

二

面
支
那
に
於
て
低
級
品
生
産
の
毒

工
業
が
急
速
に
獲
達
し
て
大

な

る
利
益
を

塞
げ
・
鷲

華
府
會
議
の
結
果
支
那
が
輸
入
税
を
著
ヒ

増
加
す
る
こ
ま

な
つ
だ
爲
め
、
我
国
よ
握

來
の
如

ζ
低
級
工
業
品
を
輸
出
す

る
の
困
難
が
加
は
る
ご
同
時

に
、
支
那
に
於
け
る
北
極
の
生
産
が
盆
有
利
ε
な
る
に
至

っ
把
。
他
面
に
は
戦
$
以
来
我
国
の
勢
銀
も
大
な
る
騰
貴
を
示
し
、
戦
前

に
比
し
て
物
債
騰
貴

の
二
倍
こ
な
れ
る

に
射
し
、
勢
銀
の
薦
貧
は
約
三
倍
に
達
し
、
其
他

[
般
に
労
働
者
が
急
速
に
畳
醒
し
て
之
が
待
遇

の
改
善
に
多
大

の
費
用
を
必
要
ε
し
、
之
が
爲
め
従
孫
の
如

き
廉
債
な
る
低
級
品

の
生
産
は
収
支
相
償
ひ
難
き
に
至

っ
た
が
、
支

那
に
於

て
は
今
後
も
能
率

の
割
合

に
低
廉
な
る
夢
働
を
自
由
に
使
用
し
得

る
見
込
が
あ
る
。
是
を
以
て
徴
後
支
那

に
謝
し
歌
治
的
意
義
を
有
す

る
投
資

の
杜
絶
し
た
る
に
反

し
、
純
経
済
的
の
投
資
起
業
が
盛
ん
こ
な
ゆ
馬
持
に
支

那
市
場

を
相
手
ε
す

る
我
紡
績
業
者
の
支
那
に
於
け
る
紡
績
経
瞥
が
流
行
こ
な
る
に
、至
り
、
最
早
や
以
前
の
如
く

之
を
非
愛
国
的
又
は
非
砒
會
的
な
り
ε
す
る
の
批
難
を
聴

か
ざ
る
に
至

っ
π
。

此
の
如
き
時
勢

の
攣
化

が
我
国

の
支
那
投
資
策
の
攣
更
を
要
求
す
る
の
聲
を
生
す

る
に
至

っ
た
の
は
怪
む
に
足

ら
漁
。
從
來
政
府
は
支
那

に
封
ず

る
投
資
起
業
の
短
め
に
は
常

に
政
治
的
勢
力
の
先
行
す
る
こ
ご
を
必
要
條
件

ε



考

へ
、
特
に
戦
璽
中
は
政
府
が
利
子
の
保
護
を
附
し
て
民
間
の
支
那
投
資
を
奨
励
し
、
即
ち
賃
賀

に
於
て
は
政

雇

渉

公
債
を
募

っ
て
自
か
ら
利
権
獲
得
の
爲
め
に
投
資

し
た
の
て
あ
る
が
、
此
政
策
は
全
然
失
敗
に
終
り
て
元
利
の

.

取
返
し
も
不
能
ε
な
り
、
特
に
之
が
薦
め
支
那
及
列
國
の
排
日
の
原
因
を
造

る
に
至

つ
だ
。
今
日
政
治
的
な
る
支

那
投
資
は
列
国
の
共

同
事
業
ε
せ
ら
れ
て
、
各
国
の
披
駆
け
運
動
を
詐
る
さ
穿
る
の
み
な
ら
ず
、
我
輿
論
も
過
去

の
失
敗
に
懲
り
て
此
種
の
投
資

に
反
針
す
る
ε
同
時

に
、
純
経
済
的
の
支
那
投
資
を
甚
し
く
重
大
視
し
、
政
府
は

須
ら
く
此

の
如
き
民
間
の
投
資
を
保
護
奨
厩
す

べ
し
ε
の
要
求
が
起

る
に
至

っ
た
。
政
府
は
此
要
求
に
促
さ
れ
て

支
那
に
投
資
す
る
會
肚
を
銀
資
本

に
由

っ
て
設
立
丁
る
法
条
を
議
曾
に
提
出
し
v両

院
の
可
決
す
る
所

こ
な

っ
た
。

此
制
度
は
事
實
を
認
む
る
ご
云
ふ
程
度
の
も
の
で
あ

っ
て
.
特
別
の
保
護

ξ
粥
す
る
を
得

な
い
が
、
世
間

に
は
更

に

」
歩
を
進

め
て
支
那
投

質
に
實
質
的
の
保
護
を
加
ふ
る
こ
ε
を
要
求
す
る
看
が
少
な
く
な
い
。
前
に
は
米
国
の

支
那
會
肚
法
の
例
に
倣
ひ
、
支
那
投
資

よ
り
生
す

る
牧
盆

に
…射
し
て
免
枕
の
特
典
を
興
ふ
る
こ
ε
を
適
當
ご
す
る

の
論
も
相
當
有
力
で
あ
っ
把
が
、
目
下
は
政
府
の
銀
資
本
設
置
の
要
求
な
る
も
の
が
世
間
の
注
目
惹

き
つ
、
あ
る
。

此
要
求

の
趣
旨
は
補
助
貨
幣
鋳
造
益
金

　
億
二
千
萬
圓
の
中
よ
り
藪
千
萬
圓

を
割
て
銀
を
購
入
し
、
有
利
の
條
件

を
以
て
之
を
支
那
投
資
者

に
融
通
す
る
の
み
な
ら
す
、
、銀
相
場

の
攣
動
よ
り
起

る
投

買
の
危
険
を
或
程
度
ま
で
政

府
に
負
撰
せ
し
め
ん
ざ
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
實
質
的
に
見
れ
ば
戦
争
中
に
行

ふ
た
支
那
投
資
奨
廊
策
ご
大
差
な

風
、
只
だ
投
資
目
的
が
排
他
的

の
利
椹
獲
得
で
な
く
て
普
通
の
生
産
業
経
管

で
あ
る
、
而
し
て
此
等
⑪
保
護
策
の

時

論

支
那
の
産
業
帯
封
す
み
投
資

.

第
+
六
巻

(硝
大
慌

七
三
)

九
六
一



博

論

支
那
の
産
繋
に
封
ず
る
批
資

,.

筑
七
穴
巻

(錐
穴
號

七
四
)

九
大
二

.

要
求
を
生
せ
し
め
だ
原
因
は
上
述

の
時
勢
の
憂
化

の
外

に
、
米
國
が
戦
箏
以
来
東
洋
の
経
済
界

に
封
ず

る
勢
力
の

殿
展
を
重
大
脱

し
、
支
那
會
耽
法
の
制
定
に
由

り
支
那
投
資
を
促
が
す

に
至

っ
た
矯

め
.
我
幽
氏
も
米
国
の
勢

力

の
侵
入
に
謝
抗
す

る
の
必
要
め
り
ε
考
ふ
る
に
至
っ
た
こ
ε
で
あ
る
。

二

支
那
投
資
と
我
国
の
利
害

從
來
の
我
謝
支
策
は
欧
洲
の
支
那
に
鋤
す

る
帝
国
主
義
的
襲
展
に
倣
ふ
て
失
敗
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
.今
日
の

我
国
は
資
本
主
義
國
こ
し
て
国
際
薮
蘭
展
を
爲
さ
ん
ξ
し
つ
、
あ
る
米
國
の
例
を
輕
牽

に
採
用

し
て
は
な
ち

の
9

邦
人

の
支
那
投
資
は
須
ら
く
我
国
ご
支
那
ざ
の
双
方
の
利
害
を
慎
重
に
考
量
し
て
決
定
す
る
こ
ξ
を
要
す
る
。
先

づ
此

問
題
を
我
国
の
立
場

よ
り
見
る
に
ヤ
支
那
に
於
て
投
資
起
業
が
盛
ん
ε
な
る
ε
き
は
、
其
事
が
支
那
入
の
力

に
由

る
ざ
外
人
の
力
に
由
る
ε
を
問
は
す
、
支
那
の
経
済
の
進
歩
を
來
た
し
、
從

っ
て
共

の
外
囲
品
に
謝
す

る
購

買
力
を
増
加
す
る
故
、
支
那
市
場
を
以
て
重
蔓
の
貿
易
相
手
ε
す

る
我
産
業
は

一
般
に
利
益
す
る
。
併

し
支
那
の

購
買
力
増
加
の
利
益
は
我
国
の
み
に
摩
る
も
の
で
な
く
、
諸
外
國
就
中
英
米

に
も
同
様
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

支
那
の
購
買
力
増
加
を
只

一
の
理
由
ご
し
て
投
資
を
是
認
す
る
.は
當
を
得
な

い
。
戦
後
の
.米
国
は
資
本
の
過
剰
に

苦
し
む
の
駄
を
呈
し
、
其

一
部
を
外
囲
に
投
下
し
て
米
国
品
に
劃
す
る
外
國
の
購
買
力
を
増
加
す
る
こ
ε
が
、
蠢

く
之
を
國
内
事
業
に
投
下
す
る
よ
り
も
国
民
経
済
上
に
有
効
な
り
ε
考

へ
る
こ
ε
も
出
家

る
で
あ
ら
う
が
、
我
国

■



は
決
し
て
米
國
の
如
く
資
本
に
豊
密
な
b
ε
云
ふ
を
得
な

い
。
成
る
ほ
ご
戦
争
以
来
國
内
事
業
に
投
下
せ
ら
れ
た
.

資
本
.額
は
名
目
上
に
は
頗
ぶ
る
豆
類
で
あ
る
が
、
共
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
は
不
健
買
な
る
投
機
的
の
も
の
で
あ

・
つ
て
、
眞
の
資
本
だ

る
憤
直
に
乏
し
き
も
の
で
あ
る
。
我
国
の
戦
争
以
來
の
實
質
的
の
資
本
増
加
が
何
程
に
達
す

.

る
や
は
人

に
出

て
大

に
見
る
所
を
異
に
す

る
で
あ
ら
う
が
、
何
れ
に
し
て
も
今
日
我
国
の
金
利
が
文
明
國
中
最
高

ε
云
ふ
べ
き
状
態
に
在

っ
て
.
外
{買
喩
入
の
計
蛋
が
唯
今
諸
万
面
よ
り
起
り
っ
、
あ
る
こ
ご
は
、
我
国
か
近

き
潴

來

に
資
本
不
足
の
状
態
よ
b
脱
し
得
ざ
る
こ
ε
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
故

に
此
際
國
家
が
特
に
奨
勘
注
を
設
け
て

入
爲
的

に
歌貝
本
の
外
囲
流
出
を
惹
起
す
る
こ
ご
は
不
當
で
め
る
。
最
も
園
内
{座
業
の
維
持
嚢
展
の
爲
め
に
必
要
な

る
支
那
投
資
即

ち
我
産
業
の
自
衛
的
の
投
資
は
、
今
日
・し
雌
も
適
度
に
之
を
行

ふ
こ
ε
を
怠
る
を
得
な
い
が
、
併

し
此
場
合
に
も

一
葦
帯
水
の
支
那
に
投
資
す

る
に
付
き
政
府
が
特
に
之
を
保
護
す
る
の
必
要
は
な
い
。
特

に
國
内

の
事
業
が
自
衛
上
兵

一
部
分
を
支
那
に
於
て
脛
鬱
す
る
場
合
に
、
其

の
支
那

に
於
け
る
部
分
を
ば
名
義
上
濁
立
の

曾
耽
企
業

こ
す
る
こ
ご
を
便
宜
ε
す
る
場
合
も
あ
る
。
支
邦

に
於
け
る
部
分
を
日
支
合
弊
ご
し
て
行
ふ
場
合

に
は

特
に
此
の
如
皿き
必
要
も
あ
る
。
故
に
表
面
上
よ
り
見
て
那
人
の
支
那
に
於
け
る
投
資
が
軍
純
な
る
礫営
利
的
採
算
に

出
つ
る
も
の
な
b
や
、
叉
は
國
内
事
業
ご
結

び
付
き
て
之
を
維
持
獲
展
せ
し
む
る
手
段
埴
な
れ
る
も
の
な
り
ゃ
を

識
別
す

る
を
得
な

い
。
從

つ
で
假
り
に
國
内
事
業
の
自
衛
的
の
支
那
投
資
に
は
幾
分
の
保
護
を
與

ふ
る
こ
ε
を
通

常
な
b
ε
し
て
も
、
其
保
護
を
正
富
の
範
園
に
限
定
貴
行
す
胤
こ
ε
が
困
難
で
あ
る
。

,
時

論

支

那
の
産
業
塙

す
る
投
資

、

第
+
六
巻

(第
六
號

七
五
)

九
六
三



時

論

支
那
の
産
業
に
封
ず
ろ
撹
資

第
十
六
巻

(第
六
號

七
⊥ハ)

九
六
断

國
内
産
業

の
維
持
聾
展
の
爲
め
支
那
に
投
資
す

る
こ
ご
を
有
利
`
す
る
場
合
は
二
橦
め
る
o
第

一
は
我
産
業
反

.

生
活
に
必
要
ε
す
る
所
の
支
那
の
天
然
負
源
を
開
便
す

る
爲
め
の
投
資
で
め
る
。
天
然

貝
源
の
乏
し
き
我
国
が
支
.

那
の
実
れ

に
依
頼
す
る
必
要

の
大
な
な
は
勿
論
で
あ
る
が
、
特
に
玩
種
の
事
業
を
支
那

K
起
す

こ
ε
は
我
國
内
の

産
業
に
封
し
て
有
害
の
競
争
を
生
す

る
も
の
で
な
く
、
我
国
は
之
に
出

て
原
料
食
物
の
有
利
な
る
供
給
を
受
仁
る

の
み
な
ら
す
、
支
那
に
於
て
開
獲
事
業
が
行
は
る
ξ
き
は
、
.支
那
の
掛
外
購
買
力
を
増

加
す
る
か
ら
、
我
産
業
の

艶
文
韓
国
の
上
に
も
利
益
を
生
す

る
。
由
來
支
那
に
封
し
て
天
然
賞
源
の
國
標
的
開
放
を
要
求
す
る
こ
ε

㎏
我
国

の

一
貫
せ
る
輿
論
で
あ
り
、
以
前
に
は
政
治
的
勢
力
に
訴

へ
て
其
開
放
.を
強
要
せ
ん
こ
し
セ
る
に
反
し
、
今
日
は

彼
我
の
経
済
上
の
利
益
-し
国
際
的
正
義

蓬
に
称

へ
て
其
開
放

を
要
求
し
て
居

る
の
.で
あ
る
が
、
併
し
我
国
に
は
今

街
ほ
國

四
農
業
を
保
護
す
る
が
爲
め
支
那
に
防
穀
倉

の
存
す
る
こ
ご
を
喜
び
、
.又
は
國
内
炭
業
を
保
護
す
.る
爲
め

に
撫
順
炭

の
増
産
輸
入
を
制
限
す

べ
し
ご
の
論
も
却

々
有
力
で
あ
る
こ
`
を
考

へ
る
`
、
我
国
民
は
未
だ
明
確
に

支
那
の
資
源
開
講
の
意
義
を
理
解

し
て
居
ら
阻
や
う
で
め
る
。
支
那
の
資
源
開
獲
問
題

の
中

の
防
穀
令
に
付
で
は

本
誌

に
於
て
屡
論
述
し
だ
が
、
工
業
の
飯
米
ε
標

せ
ら

る
〉
石
炭

に
付
て
は
、
近
頃
支
那
の
石
炭
開
獲
就
中
総
噸

炭
増
産
の
可
否
が

】
郎
君
の
間

に
問
題
ε
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
他

日
改
め
て
之
を
論
ず
る
こ
ε
、
す
る
、
.

支
部
投
資
を
有
利
ε
す

る
第
二
の
場
合
は
、
支
那
市
場
を
重
要
の
相
手

ご
す
る
園
内
産
業
が
其
基
礎
を
輩
固

し

す
る
が
爲
め
.
事
業
の

一
部
を
支
那

に
於
て
経
管
視

る
こ
ご
で
あ
る
。
耐

し
て
之
を
有
利
ε
す

る
理
由
は
こ

つ
に

■



誇

る
翼

ぽ

肇

欝

綬

駐

狙
撃

燕

に
移
し
、
醒
内
炭

で
は
高
鷲

の
生
産
に
芳

を
注
じ
こ

ご
を
要
す
る
場
合
で
あ
る
。
.我
国
の
工
業
は
内
外
の
情

勢
よ
づ
し
て
高
級
品
の
生
産
に
鯵
む
の
必
要

に
迫
ら
れ
、
.

特
に
螢
働
者
の
所
得
を
増
加
し
て
其
生
活
を
向
上
せ
し
む
る
が
爲
め
に
は
、
到
底
従
来
の
如

き
簡
易
低
廉
の
生
産

に
停
滞
す
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
が
、
此
方
針
を
實
行
ず
る
に
付
て
は
先
進
詣
國
の
囁

き
親
筆
を
蒙
む
る
か
ら
.

多
大
の
犠
牲
を
佛

っ
て
持
綾
的
に
奮
闘
す
る
こ
ε
を
要

し
、
從

っ
て
単
凋

に
高
級
品

生
産

の
み
を
経
鬱
し
て
成
功

を
見

る
ま
で
之
を
持
緬
ず

る
こ
巴
は
頗
ぶ
な
困
難

で
あ
る
。
然

る
に
我
工
業
家
は
低
級
品
の
生
産

に
付
て
は
充
分

㊨
経
験
を
積
ん
で
居

る
か
ら
、
支
那
に
於
て
之
を
経
管
ず
れ
ば
相
當

の
利
益
を
擧
げ
る
冤

込
が
立

つ
。
從

っ
て
其

利
益
の

一
部
を
割
て
困
難
多
費
な
る
國
内
の
高
級
品
生
産
を
助
く
る
こ
ご
、
す
れ
ば
、
其

の
成
功
に
至
る
ま
で
先

進
国
の
競
争
に
劃
し
て
持

久
し
得
る
。
近
来
邦
人

の
支
那
に
於
け
る
低
級
工
業
の
経
管
が
盛
ん
ε
な

っ
た
が
、
併

し
其
経
瞥
が
園
内
に
於
け
る
高
級
品
生
産

ε
結
び
付
け
ら
れ
Ψ
、
軍
に
資
本
家

の
採
算
上
よ
.り
行
に
れ
る
場
合
は

一
概

に
之
を
我
国

に
取

っ
て
有
利
な
り
ご
云
ふ
を
得
な
い
。
蜜
丁
ろ
多
く
の
場
合
に
は
國
四
産
業

に
野
守
る
競
争
を

薫
起
す
窯
よ
あ
之
を
不
利
蓬
断
定
す

る
こ
ε
が
出
來
る
。

、支
那
市
場
を
重
な
る
相
手
ピ
す

る
國
内
事
業
が
共

】
.部
を
支
那
に
於
て
行

ふ
・こ
ε
を
有
利
ε
†
る
他
の
理
由
は
「

銀
相
場
の
攣
動
の
爲
め
に
起
る
危
険
を
除
く

こ
ε
で
あ
る
。
支
那
相
手
の
我
産
業
は
常

に
銀
相
場

の
攣
動
に
脅

か

さ
れ
、
從

っ
て
之
に
徒
事
す
る
勢
働
者
の
地
位
も
不
安
ε
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
然
る
に
此
程
の
産
業
が
其

】
報

時

齢

支
那
の
産
業
に
封
ず
る
投
資

第
+
六
巻

(第
六
號

七
七
)

九
六
五



「

臨

論

嘉

の
藁

に
封
ず
る
投
資

第
+
六
巻

(第
六
號

七
八
)

九
六
六

分
を
支
那
に
於
て
警

む
ε
き
は
、
銀
相
場
の
騰
貴
の
爲
め
に
國
内
生
産
の
蜀
支
輪
出
が
不
利
に
陥
る
も
、

一
.面
支

那
.に
於
て
経
婚
す
る
部
分
が
反
射
に
有
利
ε
な
る
か
ら
、
享
楽
全
榿
の
損
益
の
雫
均
が
取
れ
る
。
又
銀
相
場

の
下

落

の
場
合
に
は
之

ご
反
射
の
方
向

に
於
て
同
じ
く
損
益
が
季
均
せ
ら
甦
る
り
封
支
事
業
に
於
て
此
方
法
に
由
b
意

外
の
損
金
が
季
均
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
我
工
業
家
は

一
意
專
・心
其
業
務
に
秘
事
し
て
工
業
家
た
る
の
本
領
を
獲
揮

し
得

る
の
で
め
る
が
、
今
日
の
如
く
支
那
相
手
の
事
業
が
事
業
其
物

の
成
績
の
外

に
意
外
な
み
銀
相
場
の
攣
動

に

由
り
其
運
命
を
左
右
せ
ら

る
＼
ご
き
は
、
事
業
家
が

一
般
に
浮
ざ
腰
・し
な
り
、
馨

に
投
機
的
興
味
が
張
↑
な

っ
て

真
正
な
る
事
業
の
腰
展
が
困
難

ε
な
る
ご
同
時
に
、
商
業
道
徳
上
に
も
由
々
し
き
弊
害

を
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

先
進
謙
國
の
工
業
孤
帆
く
世
界
市
場
を
相
手
ε
し
、
支
那
市
場
は
其
の

一
小
部
分
を
寫
す
に
過
ぎ
ざ
る
こ
ε
を
通

例

ご
す
る
が
、
我
喩
山
亭
業
の
中

に
は
支
那
を
主
な
る
相
手

こ
す
る
も
の
が
多
き
矯
め
～
.藪
に
述
ぶ
る
が
如

き
特

別
の
事
業
巽
定
万
法
が
必
要
ε
な
る
の
で
め
る
。
支
那
が
銀
本
位
よ
り
金
川
位
に
移
る
の
機
會
は
到
底
近
き
將
來

に
起

る
見
込
が
な

い
か
ら
、
我
封
支
事
業
に
し
て
支
那
に
も
脛
癒
し
得

る
性
質
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、・其

一
部

分
を
支
那
に
於
て
脛
鞍
す

る
こ
`
が
国
民
纏
濟
上
得
策
で
あ
る
。

國
段
経
済
上
よ
り
見
て
支
那
投
資
を
有
利
`
す

る
場
合
は
上
述

の
如
く
で
あ
る
が
、
此
等

の
投
資
に
謝
し
て
も

人
為
的
の
奨
廊
を
行

ふ
こ
芭
は
不
當
で
あ
る
。
此
間
.題
に
聞
す
る
政
府
の
責
任
は
、
支
那
を
し
て
外
人
投
資

に
謝

し
て
行
ひ
つ
、
め
る
種

々
の
不
合
理
な
る
禁
止
制
限
を
撤
去
せ
し
む
る
こ
慮
起
止
む

べ
き
で
あ
り
、
夫
れ
以
上
は



艦
當
業
者
の
自
助
目
衛
三

任
黒

き
で
み
惹
。
今
日
の
我
實
漿
界
隣
自
徽
上
必
要
な
る
支
瓢
投
資
を
貴
行
し
得

ざ
る
ほ
ご
幼
稚
な
り
ど
云

ふ
を
得
な
い
。
支
那
投
資
を
人
爲
的

に
漿
腐
す
る
こ
ξ
は
、
濁

り
資
本
の
缺
乏
歌
態
を

容
易
起
脱
し
得
ざ
る
我
金
融
界
よ
り
不
自
然
に
資
本
を
外
國
に
騙
除
す

る
の
み
な
ら
ウ
、
早
晩
支
那
實
業
界
よ
り

人
な
る
反
威
を
招
く
の
原
因
ざ
噂
ら
ざ

る
を
得

な
い
。
支
那
の
工
場
工
梁
生
産

に
射
し
て
最
も
強
き
競
争
關
係
に

立

つ
も
の
は
日
本
品
で
あ
る
が
、
此
上
更
に
支
那
企
業
者
よ
b
も
遙
に
豊
富

の
資
本

ざ
充
分
の
経
験
ご
を
有
す
る

日
本
企
業
者
か
支
那
に
入
b
込
ん
で
企
業
経
管
上
の
競
争
を
駕
す

ご
ε
は
、
支
那
企
業
者

に
取

っ
て
大
な
る
苦
痛

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
近
時

の
支
那
の
排
日
運
動
が
政
治
家
學
生
の
問

に
限
ら
れ
す
、
支
那
實
業
界
の
有
力
者
が

常

に
.之

に
干
興
せ
る
こ
ξ
は
相
當
の
理
由
が
な
C

て
は
な
ら
ぬ
。
支
那

の
有
力
な
蟹
業
家

葺
云

へ
ば
蓋
ぐ
商
人
で
.

め
つ
π
過
去
.の
時
代
に
は
、
日
.賃
排
斥
の
如
く
直
接
に
商
業
を
妨
害
す

る
運
動
に
劃
し
て
實
業
家
は
内
心
反
謝
す

る
者
が
多
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
今
日
の
如
く
支
那
に
工
業
が
勃
興
す

る
窪
き
は
日
貨
排
斥
を
有
利
ご
す
る
所
の

有
.力
な
質
業
家
が
増
加
し
、
從

っ
て
排
日
運
動
を
支
ゆ
る
所

の
轡
用
を
集
め
る
こ
ご
も
容
易
ε
な
る
。
故

に
吾
々

は
今
後
種
々
の
機
會
に
排
日
運
動
が
起
ろ
こ
ε
を
豫
期

し
て
之

に
備

へ
ね
.ば
な
ら
ぬ
。
支
那
に
投
資
す

る
に
方
b

之
を
日
支
合
併
ε
し
て
双
方
に
利
益
を
分
つ
`
き
は
、
投
資
を
以
て
日
.支
親
善
の
原
因
π
ら
.し
む
る
こ
ε
が
出
.来

る
か
ら
、
出

頭
得
る
限
り
此
方
法
を
探
る
べ
く
努
力
せ
ね
ば
な
ぢ

阻
。
A
「、回
両
院
を
通
過
し
覚
る
支
那
會
肚
即
ち

銀
資
本
を
認
む
る
制
度
は
日
支
合
辮
の
爲
め
必
要
ε
せ
ら

る
、
所
で
あ
る
か
ら
、
.此
制
度
は
日
支
親
善
を
促
進
す
.

・

時

論
-

支
那
0
産
築
に
封
ず
る
控
賢

弟
+
六
巻

(第
六
號

七
九
)

九
六
七



時
.
論

支
那
の
産
業
に
封
ず
ろ
投
資
.

第
+
六
巻

露
大
概

入
9

九
正
大

.

る
右
の
ε
し
て
鋤
迎
す

べ
き
で
め
る
。
只
だ
合
辮
事
業
な
る
も
の
は
兎
角
二
元
的
ご
な
り
、
徒
ら
に
経
費
を
膨
脹

せ
七
む
る
ビ
同
時
に
能
率
を
低
下
す
る
の
弊
が
あ
る
。
従
来
支
那
に
實
行
せ
ら
れ
た
内
外
人
合
辮
事
業

に
し
.て
能

く
成
功
せ
る
場
合
を
見
れ
ば
、
.何
れ
も
利
権
を
得
る
が
爲
め
に
合
辮
の
名
義
を
掲
げ
、
實
際
に
は
外
國
企
業
家
の

醐
断
専
行
す
る
場
合
で
め
る
。
我
国
に
於
て
も
従
来
内
外
人
の
合
辮
が
試
み
ら
れ
た
例
も
あ
る
が
、
大
禮
に
は
失

敗
と
見
ざ
る
を
得
ざ

る
有
様
で
め
る
。、
故
に
合
辮
の
方
法
は
支
那
投
資

に
由

っ
て
起

る
彼
我
の
利
害
衝
突
を
緩
和

す
る
手
段

窪
し
て
初

め
よ
り
多
"
を
期
待
す
る
を
得
な
い
が
、
併
し
當
業
者
は
遠
大
の
利
金
に
着
眼
し
て
日
支
合

辮
を
成
功
せ
し
む

べ
く
誠
實
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

㌦
彼
の
外
国
移
民
を
多
く
受
け
入
れ
る
新
開
図
で
も
、
外
、國
政
肘
の
補
助
を
得
て
侵
入
し
來
る
移
民

に
付
て
は
反

謝
す
る
場
合
が
多
い
。
暴
れ
移
住
補
助
は
獅
立
に
移
住
を
決
行
す
る
能
力
な
き
低
劣

の
分
子
を
移
住
せ
し
め
て
新

開
國
の
不
利
を
生
す
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
之
ご
同
特
に
移
住
補
助
を
行

ふ
國
は
移
民
を
蓬
り
出
[す

こ
ξ
を
以

て

国
威
獲
揚
の
手
段

だ
ら
し
め
ん
ε
す
る
帝
国
主
義
的
見
地
を
探

っ
た
場
合
が
少
な
(
な
か
っ
陀
爲
め
で
あ
.る
。
之

ε
同
じ
く
外
囲
企
業
に
封
し
て
寛
大
に
門
戸
を
開
放
せ
.る
國
民
も
、
外
国
政
府

の
特
別
の
奨
膓
を
得
て
起
れ
る
外

國
企
業

に
謝

し
て
は
、
資

本
的
帝
闕
主
義
の
侵
入
ε
認
め
て
之
に
反
感

を
生
ぜ
ざ
る
を
得

な
い
。
免
税

に
由

り
.て

支
那
投
資
を
奨
勘
せ
る
米
山
の
支
那
曾
肚
法
の
如
き
も
、
米
国
が
未
だ
支
那
に
於
て
見
る
に
足
る
の
企
業
経
管

ぜ

彌
さ
ご
る
吟
月
に
於
て
は
、
別
段

に
支
那
人
の
注
意
を
惹
か
ぬ
で
あ
ら
う
が
濁
若
し
も
今
後
米
人
が
月
本
人
ご
圃

,



,
じ
程
度
に
支
那
の
企
業
界

に
侵
入
し
来
り
、
特
に
日
本
人
の
支
那
投
資

の
場
合
の
如
く
、
支
那
人
ε
同
種
類
の
事

業
を
経
管
し
て
之
ε
競
争
す
る
場
合
が
多
く
な
る
に
至

れ
ば
、
其
支
那
會
肚
法
は
必
ら
す
や
支
那
人

の
間

に
問
題

ざ
せ
ら

る
、
で
る
ら
う
、
吾
々
は
英
氷
人
ご
異
っ
て
支
那
に
劃
し
多
く
を
要
求
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
地
位

に
立
ち
特

に
経
済
上
瓦
に
競
争
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
場
合
が
頗

ぷ
危
多

い
の
で
あ
る
か
ら
、

　
面
に
は
出
家
得
る
限
り
支
那
人

の
利
金
ご
威
情

ご
を
電
量
せ
ね
ば
な
ら

識
。
從
來
日
支
の
衝
突
は

一
に
我
軍
閥
の
愚
劣
な
る
侵
略
主

義
L
由

っ
て

起

つ
た
ざ
云
は
れ
て
居

る
が
.
日
支
交
通
の
實
情
に
通
す
る
者
よ
り
見

れ
ば
、
支
那
に
於
け
る
我
商
人
の
支
那
人

に
封
ず
る
傍
若
無
人
の
態
度
、
即
ち
我
商
人
の
軍
国
主
義
的
態
度
が
往
々
に
し
て

「
雇
夫
.な
る
衝
突
原
因
を
駕
し

て
居

る
の
で
あ
る
。
総

て
の
劃
支
關
係
を
庭
理
す
る
に
付
て
、
吾

々
は
常

に
自

か
ら
支
那
人

の
地
位
に
立

っ
て
問

題
を
眺

め
る
ξ
云

ふ
誠
實
の
態
度
を
守
ら
ね
ば
な
ら
澱
。

三

支
那
投
資
と
支
那
の
利
害

一
国
の
勤
外
策
は
濁
り
自
國
の
利
益
よ
り
打
算
す

べ
き
で
な
く
、
.同
時

に
相
手
国
の
正
當
な
る
利
益
を
侵
害
せ
.

ざ
る
は
勿
論
、
出
家
得
る
限
り
之
を
増
進
し
、
以
て
人
頼
の
共
存
共
榮
の
根
本
要
求
を
充
た
す
性
質

の
も
の
だ
る

を
要
す
る
。
特
に
天
然
資
源
の
缺
乏
せ
る
我
国
似
、
支
那
を
初
め
ε
も
て
資
源
豊
富
な
ゐ
亜
細
亜
大
陸
ご
は
最
も

密
接
な
共
存
關
係
を
有
す
る
か
ら
、
功
利
的
見
地
よ
り
云
ふ
も
相
手
国
を
侵
害
す

る
政
策
を
行

へ
ば
、
其
悪
影
響

時

論

支
那
の
産
業
に
封
ず
る
投
資

第
+
六
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八
こ

九
六
九
、



時

論
」

支
那
の
産
業
に
封
ず
ろ
投
資

第
十
六
巻

(第
六
號

八
二
}

九
七
Q

が
早
晩
自
國
の
上
に
回
轄

し
來
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
.過
去

に
重
要

の
地
位
を
占

め
た
る
帝
國
主
義
的
の
支
.

那
投
資
、
特
に
支
那
の

一
蕪

一
派
を
援
助
し
て
共
政
界
を
掩
観
し
、
叉
は
勢
力
範
圓
を
.建
設
す

る
が
如
き
排
他
的

投
資
の
不
當
な
る
は
論
ず
右
ま
で
も
な
.い
が
、
昨
今
行
は
れ

っ
、
め
る
が
如
き
支
那
産
業
を
振
興
す

る
風
間

の
自

由
投
資
を
ピ
、
支
那
に
有
害
な
り
ご
認
め
て
反
射
す
る
論
者
が
支
那
に
も
我
国
に
も
存
在
す
る
。
此
反
封
論
の
理
'

由
は
歴
々
で
あ

っ
て
.
以
前

に
は
外
人
企
業
が
支
那
に
優
勢
`
な
る
ご
き
は
支
那
の
自
由
凋
立
を
害
す

る
。
支
那

は
経
済
上

に
も
支
那
人
の
支
那
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
ご
云

ふ
帝
鼠
主
義
的
色
彩
を
帯
び
た
排
他
的
自
主
論
が
有
力

で
あ
り
、
叉
現
在
も
支
那
の
新
興
買
業
家
即
ち
其
の
現
代
的
資
本
主
義
者
の
間

に
は
、
外
人
企
業
の
侃
争
を
排
す

る
が
爲
め
に
此
程
の
論
を
ロ
に
す

る
者
も
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
併
し
最
近
更
に
彼
我
の
新
人
ε
構
せ
ら

る
、
君

の
問
に
有
力
ε
な

っ
た
外
人
企
業
反
樹
論
は
、
支
那
、の
肚
會
問
題
の
見
地
よ
り
す

る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
支
那
じ

・
資
本
主
義
を
獲
達
せ
し
む
る
こ
£
は
其
肚
會
状
態
の
悪
化
を
來
た
す
竜

の
ε
認
め
、
其
資
本
主
義
が
郷
人

の
力

馬

由
b
て
獲
達
す

る
ε
支
那
人
自
身
の
力

に
由

る
.ご
を
問
は
す

一
様
に
反
封
ず
る
の
で
あ
る
が
、
外
國
資
本
家
の
勢

力

に
由
り
て
建
設
せ
ら
る
.、
資
本
ま
義
は
最
も
劣
悪
.の
性
賀
を
帯
ぶ
る
の
虞

め
り
ご
認

め
、
特

に
之

に
射
し
て
曝

強
く
反
…封
ず
る
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
の
獲
蓮
鳳
更

に
高
度
の
文
明
に
進
む
が
爲
め
に
世
界
各
国
艮
が
必
然

し
通
過
す

る
こ
ご
を
要
す
る
進

化
の
階
段

で
あ
を

云
ふ
主
張
は
有
力
な
.る
學
説
.舞

っ
.て
居

る
が
、
此
読
に
由

れ
ば
支
那
に
資
本
主
義

の
獲
達

■



す
る
こ
ざ
は
喜
ふ
べ
き
現
象
で
あ
b
、
之
が
矯
め
に
種

々
の
肚
會
的
弊
密
を
生
す

る
こ
ε
は
あ

っ
て
も
、
夫
れ
は

理
想
肚
會
に
到
達
す
る
爲

め
に
必
要

ご
せ
ら
る
、
犠
牲
で
あ
る
.ε
云

へ
る
。
今
ま
此
説
の
常
香
を
藪
に
論
述
す

る

の
暇
は
な
い
が
、
少
く
ε
も
支
那
肚
會

の
現
状
よ
り
論
ず
れ
ば
、
其
産
業
に
内
外
の
資
本
が
多
量
に
注
入
せ
ら
れ

て
経
済
組
織

の
憂
化
を
生
す
る
こ
ε
は
、
論
者

の
憂
ふ
る
が
如

く
現
状
の
悪
化

ε
な
ら
す
し
て
其
改
善
を
来
た
す

條
件

ご
な

る
も
の
で
あ
る
。

支
那

に
資
本
主
義

の
獲

遷
す
る
こ
ざ
を
有
害
脱
す
る
論
者

の
多
く
は
支
那
肚
會

の
實
情

に
付

て
誤

解

し

て
居

惹
。
他

の
諸
國
に
於
て
は
通
例
資
本
主
義
以
前
の
時
代
に
は
入
口
の
多
敷
が
濁
立
の
小
企
業
に
従
事
し
、
日
々
の

勢
銀
に
由
り
て
其
日

一
生
計
を
立

つ
る
の
外
な
き
純
粋
の
無
産
者
は
例
外
的
現
象
で
あ
っ
た
。
故

に
此

の
如

き
肚

曾
に
資
本
主
義
が
獲
達
す
れ
ば
、
人
口
の
多
敷
が
濁
立
の
地
位
を
失
ふ
て
無
産
者
ε
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
然
る

に
支
那
は
世
界
の
現
存
肚
會
の
中

に
最

も
古
き
歴
史
を
有
す
も
の
で
あ

っ
て
、
夙
に
無
数

の
無
産
者
階
段
が
獲
生

し
、
其
生
活
状
態
は
困
窮

の
極

に
達

し
て
居

る
。
支
那
の
到

る
所
に
存

在
す

る
無
数

の
苦
ガ
の
欄
む

べ
き
生
活
状

態
を
説
る
ε
き
店
、
何
人
む
之
を
世
界
の
人
道
問
題
現
す

る
こ
ε
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
此
無
産
者
が
支
那

人
口
の
何
割
に
當
る
の
大

さ
を
有
す
る
や
は
、
支
那
人
口
其
筋

の
不
明
な
る
今
日
に
於
て
之
を
確

め
る
を
得

な
い

が
、
其

の
大
さ
は
資
本
主
義
以
前
の
時
代
に
於
け
る
他
の
諸
国
の
場
合
の
如
く
例
外
的
の
小
歎

に
止
ま
ら
ざ
る
は

明
か
で
あ
る
。
此
事
は
曾

て
本
誌
に
於
て
論
じ
た
如
く
、
支
那
に
ば
此
無
産
者
の
爲
め
夙

に
特
有
の
砒
會
問
題
が
.

時

論

.
支
那
の
蘂

に
封
ず
ろ
投
資

第
+
六
寝

藁

六
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起

っ
て
居
り
、
現
に
今
日
の
支
那
が
支
離
滅
裂
の
歌
に
陥

っ
て
居

る
窮
極
の
原
因
も
、
此
無
産
者
の
存
在
に
め
る

こ
ε
を
見
て
.も
明
か
で
あ
る
。

支
那
特
有

の
肚
會
問
題
の
何
た
る
や
を
弦
に
重
ね
て
論
述
す

る
こ
ξ
を
避
け
た
い
が
嶋
之
を
約
言
す
れ
ば
、
支

那
に
は
古
き
時
代
よ
り
多
鰍
の
窮
氏
が
獲
生
し
、
其

一
部
は
匪
徒
ピ
な
ぴ
て
各
.地

の
安
攣
秩
序
を
働
だ
し
、
叉
他

の
部
分
は
軍
隊
に
敬
答
せ
ら
れ
て
秩
序
の
維
持
よ
b
も
写

し
其
概
働
の
原
因
ε
な

っ
て
居
る
、
支
那
の
軍
隊
は
他

の
諸
国
の
如
く
秩
序
維
持
の
目
的
を
有
た
漁
で
は
な

い
が
、
早
く
よ
り
窮
民
.を
軍
隊

に
収
容
し
て
之
を
給
養
す

る

こ
ご
に
由
り
、
其
匪
徒
ご
な
る
こ
ご
を
防
ぐ
の
目
的
を
も
兼
、ね
て
居
π
。
即
ち
支
那
の
箪
・隊
設
憶
は
古
き
時
代
よ

り
肚

曾
政
策
的
施
設
の

一
つ
ε
せ
ら
れ
て
居
π
。
然
る
に
支
那
の
肚

曾
組
織
は
本
家
不
健
全
な
も
の
で
あ
り
、
特

に
多
数
の
有
力
な
る
中
層
階
級
が
存
在
せ
ざ
る
爲
め
強
固
且

つ
安
定
せ
る
輿
論
に
出
て
枇
會
の
統
制
を
確
立
す
る

こ
ε
難
く
、
從

っ
て
上
述
の
目
的
を
以
て
組
織
せ
ら
れ
友
軍
…豚
は
常
に
少
数
専
制
看
の
私
兵
ε
な
り
て
種
々
の
弊

害
を
生
じ
、
特
に
清
朝
滅
亡
後
は
此
私
兵
を
擁
す

る
督
軍
が
互
に
割
撮
闘
争
を
事
ε
し
て
、
今
日
の
如
き
秩
序

の

素
鑑
を
生
じ
て
居

る
の
で
あ
る
。

他
の
究
明
國
に
於
て
は
畳
醒
せ
る
無
産
者
が
團
結
し
て
肚
會
運
動
を
起
し
..
真
運
動
の
過
程

に
於
て
往
々
肚
會

の
秩
序
を
混
倒
せ
し
む
る
こ
ご
が
あ
っ
て
も
、
併
し
大
膣

に
其
運
動
が
勉
會

の
進
歩
を
疎

し
つ
、
あ
る
こ
ご
は
孚

に
れ
な

い
。
然

る
に
支
那
の
無
自
畳
な

る
無
産
者
は
徒
ら
に
小
数
専
制
者
の
手
段

ξ
な

っ
て
自
殺
的
な
る
闘
争
掠

■



奪
の
破
壊
事
業
を
打

つ
.て
居
り
、
就
中
其
軍
隊
の
弊
は
瞳
々
た
る
小
團
盤

に
分
裂
せ
る
匪
徒
の
跋
扈

よ
り
も
遙

か

に
甚
し
い
が
、
更

に
此
の
如
き
有
害

の
軍
隊
を
養
.ふ
が
爲

め
に
互
額
の
経
費
を
要
し
、
之
が
爲
め
に
支
那
は
財
政

上
.の
破
産
に
陥

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
支
那
の
政
治
を
改
革
す
る
に
は
、
先

づ
此

の
如

き
有
害
の
軍
隊
を
解
散
し

て
財
政
を
政
善
す

る
ご
同
時
に
、
督

軍
の
暴
力
専
制
髪
絶
滅
す

る
に
在

り
ご
は
世
論
の

一
致
す

る
所

で
あ
る
が
、

今
日
の
如
く
野
心
家
の
手
足
ご
な

っ
て
働
く
無
智

の
窮
庚
が
多
数
に
存
在
し
、
特

に
仮
等
の
生
活
桂
度
の
甚
だ
低

き
が
爲
め
に
、
野
・心
家
が
割
合
に
少
.額
の
資
力
を
集
め
て
強
大

の
軍
隊
を
支
持
し
得
る
現
歌
が
緩
く
限
り
、
軍
隊

解
散
私
兵
絶
滅
即
ち
数
矢
廃
官
を
有
効
に
行

ふ
こ
ξ
が
幽
難
で
あ
る
。
更

に

一
面
に
は
支
那
の
経
済

の
幼
稚
な
る

の

が
爲
め
、
特
に
科
學
的
智
識
を
必
馨

し
す
る
現
代
的
産
業
の
街
ほ
幼
稚
な

る
が
爲
め
、
其
智
識
階
級
を
生
産
事
業

に
牧
容
す
る
こ
ご
難
く
、
其
結
果
彼
等
は
民
衆
の
膏
血
を
絞
り

て
政
治
に
衣
食
す
る
の
已
む
を
懲
ざ
る
境
遇
に
陥

b
、
其
政
争
が
深
刻
を
極
め
て
秩
序
の
棄
鑑
を
盆
甚
し
か
ら
し
め
つ
、
あ
る
。
所
謂
青
年
支
那
の
畳
醒
連
動
も
現

代
的
産
業
の
獲
達
す

る
ま
で
は
徒
ら
に
口
頭
紙
上
の
業
に
止
ま
る
場
合
が
多

い
で
あ
ら
う
。

支
那
に
於
け
る
如
上
の
肚
會
的
弊
害
の
根
源
は
頗
ぶ
る
深
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
が
救
済

に
付
て
萬
能
的
の

方
法
を
見
出
す

こ
ε
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
代
的
の
大
企
業
を
隆
盛
な
ら
し
む
る
こ
ご
は
共
救
済
の
必
要
條
件
で

あ
る
。
生
産
力
の
人
な
る
現
代
的
企
業
の
獲
達
に
由
り
、
困
窮

に
陥
れ
る
支
那
の
下
層
氏
の
生
活
程
度
の
高
め
ら
、

る
、
こ
ε
は
、
戦
争
以
来
の
麗
験

に
徴
す
る
も
明
か
で
あ
る
が
、
其
結
果
は
漸

々
下
層

氏
の
精
神
的
向
上
を
來
π

吐
町

払㎜

支
那

の
嚢

に
射
ず
ろ
椥眠
惣貝

第

十
⊥ハ
血
腫

(苗
夘
⊥ハ
號

八
五
)
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七
一二
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し
、
特
に
現
代
的
の
国
民
激
育
を
之
に
普
及
す
る
こ
ご
が
可
能

ε
な
る
。
叉
尨
大
な
る
支
那
の
交
通
機
欄
を
整
備

す

る
が
駕
め
に
は
亘
額
の
外
資
輸
入
を
必
要

ε
す

る
こ
ε
が
明

か
で
め
る
が
.
其
交
通
機
關
に
し
て
相
當
に
獲
達

す
る
ε
き
は
、
地
方
の
経
済

に
著
し
急
進
歩
を
來

π
七
、
人
口
の
大
都
分
を
占
む

.。
農
民

の
向
上
進
歩
も
初
め
て

可
能

ε
な
る
、
支
那
の
如
き
騰
業
國
に
於
て
は
、
農
民
が
畳
醒
同
上
し
な
く
て
は
肛
會

の
統
制
が
少
数
専
制
`
な

る
こ
ξ
を
免
れ
な
い
。
固

よ
り
下
層
氏
の
地
位
の
向
上
す
る
に
從
ふ
て
其
間

に
肚
會
連
動
が
起
る
で
る
ら
う
が
、

此
場
合
に
は
今
日
の
軍
隊
匪
徒

の
蹟
屋
の
如
く
自
他
を
害
す

る
自
殺
的
運
動

`
な
ら
す
し
て
、
眞

の
向
上
運
動
ε

な
る
で
あ
ら
う
。
特
に
下
層
民
が
産
業
襲
達
の
爲

の
伯
由

に
職
業
を
見
出
す

こ
ε
を
得
て
其
所
得
も
増

加

す

れ

ば
、
財
力
の
關
係
よ
り
し
て
今
日
の
如
く
少
激
専
制
者
が
容
易
に
私
兵
を
養

ふ
て
割
標
闘
争
す

る
こ
ε
が
出
来
な

ゆ

く
な
る
。
.又
支
那
の
産
業
が
現
代
的
に
巌
達
す
れ
ば
、
今
日
の
如
く
有
為
の
青
年
が
妄
り
に
政
界
に
寄
生
し
、
之

が
爲
め
に
秩
序
の
素
翫
ε
民
衆
の
膏
血
搾
取
ε
の
弊
聖
生
す
る
こ
ε
も
減
少
す
る
で
あ
ら
う
。
支
那
の
産
業
が
獲

達
す
れ
ば
其
財
政

も
輩
固
ε
猿
b
て

一
艦
の
政
治
組
織
を
改
善
す
る
こ
ゼ
も
可
能

ε
な
る
。
固
よ
b
支
那
の
産
業

が
獲
達
す
れ
ば
機
械
的
必
然
を
以
て
其
肚
會
瓶
態
を
改
善

せ
ら
れ
る
ぜ
断
言
す
る
を
得
な

い
が
、
併
し
産
業

の
獲

蓮

が
其
改
善

の
必
要
條
件
た
る
こ
ぜ
は
、
何
人
も
之
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
ま

い
。

現
代
的
産
業
の
獲
達

に
由
り
支
那
の
肚
會

状
態
が
悪
化
す

べ
し
ご
主
張
す

る
論
者
は
、

　
面

一し
支
那
の
現
状
を

比
較
的

に
樂
観
す

る
者
で
あ
る
が
、
此
樂
観
た
る
や
他

の
重
要
な
る
黙

に
付

て
支
那

熊
曾

を
誤
解
し
た
る
爲

め
に

`



起
る
も
の
で
あ
る
,
元
来
支
那
は
欧
洲
諸
國
全
禮
に
比
肩
す

る
慶
大
の
地
域
ご
多
鍛
の
人
口
ε
を
有
し
、
殆
ん
ご

無
限
の
天
恵
に
浴
し
て
居
る

一
大
世
界
で
む
つ
て
、
之
を
他

の
個
々
の
.国
民
民
族
ご
比
較
し
て
優
劣
を
論
ず

る
鳳

誤
り
で
あ
る
。
而

し
て
此

一
大
世
界
を
構

成
す

る
個

々
の
支
那
人
の
能
力
に
付

て
見
れ
ば
必
ず
し
も
低
位
に
在
b

.

重

囚
ふ
を
得
な

い
。
故

に
支
那
肚
曾
が
今
少
し
く
有
.効
に
組
織
せ
ら
れ
、
共
個
人
の
力
を
調
和
集
結
す

る
こ
ご
が

」出
來
た
な
む
ぱ
㍉
物
偵
的
に
も
精
神
的
に
あ
今
日
に
幾
倍
す
る
の
進
ル
を
爲
し
.
以
て
世
界

の
交
明
に
人
な
る
貢

献
を
駕
し
て
居

る
誓
で
あ
る
。
然
る
に
事
實
は
之
に
反
し
て
今
日
の
如
く
欄
む

べ
き
歌
態
に
陥

っ
て
居
る
の
は
翫

是
れ
古
き
時
代
よ
り
其
肚
會
組
織
の
甚
だ
不
健
全
ご
な
り
、
特
.に
有
力
の
中
層
階
級
の
存
在

に
由
り
て
肚
會
全
艦

の
調
和
集
結
す

る
こ
ε
が
出
来
な
く
な
り
、
從

っ
て
其
肚
會
状
態
の
悪

化
廃
頽
が
極
度
、篇
達

し
て
居
る
矯

め
ご
見

る
を
正
賞
`
す

る
.

】
艦

に
外
国
人
は
以
前

に
は
不
當
に
支
那
を
蔑
税
し
た
が
、
我
国
力
が
獲
麗
し
て
東
洋
.方
面
.

に
も
國
際
的
の
勢
力
均
衡
關
係
が
成
立
し
、
自
由

に
支

那
を
侵
略
す

る
を
得
ざ
る
に
至

っ
て
以
来
、
前
ε
は
反
封

に
支
那
人

に
迎
合
し
て
之
を
過
賞
す

る
の
傾
向
を
生
じ
、
支
那
の
識
者
の
間

に
も
之
に
耳
を
傾
け
る
者
が
少
な
く

な
い
や
う
で
あ
る
が
、
足
れ
決
し
て
支
那
胤
會

の
改
善

の
爲
め
に
喜

ぶ
べ
き
現
象
ご
云
.ふ
を
得
な
い
。

最
後
に
支
那
人
ご
思
想
戚
情

の
融
和
し
難
き
外
國
資
本
家
が
支
那
の
産
業
界
に
人
な
る
勢
力
を
占
む
る
に
至
れ

ば
、
支
那
に
於
け
る
資
本

主
義
が
特
に
劣
悪
褒
忽
の
も
の
ご
な
る
の
虞
な
き
や
の
問
題
が
残

っ
て
居

る
。
既
に
述

べ
た
如
く
支
那
に
現
代
的
産
業
の
獲
達
す
る
こ
ε
は
、
其
下
層
民
の
地
位
を
向
上
せ
む

る
必
要
條
件

で
あ
る
が
支

時

論

支
.伽
の
座
乗
に
封
で
る
投
資

第
十
大
巻

〔第
六
號

八
七
)

九
七
五
、
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時

論

支
那
の
産
業
に
封
ず
ろ
投
資

第
+
六
巻

(第
六
號

人
入
)

九
七
六

那
の
企
業
家
ε
支
那
人

の
貯
蓄
し
た
る
資
本
の
み
に
由
り
其
産
業
を
嚢
達

ぜ
し
む
る
こ
ご
は
甚
だ
困
難
で
め
る
。

故
に
諸
外
國
の
企
業
者

ε
技
術
家
ε
資
本

ご
が
來
b
て
支
那
の
産
業

を
獲
達
せ
し
む
る
こ
ご
は
其
肚
會
状
態
の
改

善
の
嬬
め
に
有
利
で
あ
る
。
支
那
の
富
源
を
闘
殺
す
る
爲
め
に
も
、
叉
支
那
各
地
を
政
治
的
肚
會
的
に
結
束
す
る

覚
め
に
も
交
通
磯
關
の
獲
達
を
特
に
必
要
ε
す
る
の
で
あ
る
が
、
慶
大
な
る
支
那
の
交
通
機
關

の
現
代
化
は
外
囲

資
本

の
力
に
内
ら
さ
れ
ば
殆

ん
ご
不
能
な

る
こ
ε
は
何
人
も
否
み
得
奪
い
所
で
あ
る
。
現
に
最
近
生
産
能
力
の
大

な
る
が
爲
め
に
高
き
勢
銀
.を
彿
ひ
得

る
外
囲
企
業
が
支
那
に
多
く
勃
興
し
て
盛
ん

に
勢
働

の
需
用
に
付

て

競
争

し
、
其
勢
銀
が
著
し
き
騰
貴
の
勢
を
示
す

に
至

っ
た
が
、
之
が
爲
め
勢
働
者
の
虐
使
に
由
り
辛
ふ
じ
て
存

立
し
得

る
が
如
き
能
力
の
低
き
支
那
の
實
業
蒙
は
、
最
早
や
以
前

の
如
く
低
廉
に
夢
働
を
使
用
す
る
を
得
ざ
る
こ
ε
＼
な

り
、
.其
結
果
彼
等
の
問

に
は
外
國
企
業
の
進
入
に
反
射
の
氣
勢
を
高
め
っ
、
あ
る
。
之

に
出

て
見
る
も
外
国
企
業

が
支
那
の
産
業
界

に
獲
展
す

る
ご
ε
は
、
支
那
資
本
家

の
個
人
的
利
益
ご
衝
突
す
る
場
合
が
多

い
こ
し
て
も
、
其

社
倉
状
態
の
改
善
を
促
進
す
る
の
力
が
あ
る
。
街
ほ
本
誌
前
號

に
も
論
じ
た
如
べ
、
慶
大
の
天
然
頁
源
を
有
す
る

支
那
は
、
之
を
開
捜
し
て
人
類
の
共
同
生
活
に
貢
献
す

る
の
責

仕
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
支
那
が
此
責
任
を

果
た
す
が
薦

め
に
は
適
當
の
條
件
を
以
て
外
国
企
業
に
饗
し
て
門
戸
を
開
放
す
る
こ
ご
を
要
す
る
が
、
此
の
門
戸

開
放
が
土
遊
の
如
し
支
那
耐
曾
の
改
善
の
矯
め
に
も
必
要
で
め
る
以
上
は
、
支
那
の
従
来
の
排
外
的
態
度
の
誤
れ

る
こ
ビ
が
明
か
で
あ
る
。

「

,



支
那
に
於
け
る
外
人
企
業
の
肚
曾
的
影
響
ば
此

の
如
く
有
利

で
あ
る
ε
は
云

へ
、
支
那
に
事
業
を
畳
む
外
国
企

業
者
は
輩
に
産
業
畿
蓮

の
爲
め
自
然

に
支
那
勢
働
者
の
向
上
す

る
こ
ε
を
以
て
足
れ
り
こ
せ
す
、
更

に
進

ん
で
其

向
上
の
爲
め
に
努
力
す
る
の
責
任
が
め
る
。
政
府

の
無
力
な
る
支
那
に
於
て
は
他

0
國
に
於
け
る
よ
り
も

一
層
多

く
質
業
家
が
此
貢
任
を
貝
捲
せ
ね
ば
な
ら
訟
。
而

し
て
此
責
任
ぱ
支
那
に
於
て
最

も
多
く
事
業
を
奨
む
所

の
我
國

民
が
最
も
多
く
頚
椎
す
る
所
で
あ
る
が
、
更

に
注
意
す

べ
き
は
我
国
け
産
業
が
支
那
の
産
業
簇
簇

に
由
り
最
も
強

く
其
競
璽
に
暴
露
せ
ら
れ
て
居
る
。
故
に
若
し
今
後
も
支
那
に
於
け
る
企
業
が
何
等
の
肚
會
政
策
的
の
負
憺
`
制

限
ε
を
蒙
ら
す
、
訂
由

に
其
の
低
廉
な
る
勢
働
を
使
用
し
て
国
際
的
に
競
争
し
得

る
ε
き
は
、
.我
國
も
到
底
時
勢

の
要
求
す
る
肚
會
政
策
を
蛮
行
し
得
ざ
る
こ
ε
ε
な
る
。
此
肚
會
的
自
衛
の
關
係

よ
り
見
る
も
、
裁
断
は
特
に
支

那
の
耽
會
政
策
の
獲
展
の
爾
め
に
努
力
す
る
の
必
要
に
追
ら
れ

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
支
那
の
關
視
の
急
激
な
る

引
上
げ
に
由

り
て
共
工
業
の
獲
展
が
更
に
大
に
促
進
せ
ら

る
、
に
至

っ
た
今
日
は
、
最
早
や
此
問
題

の
解
決
を
遷

延
す
る
を
得

な
い
。
支
那
關
挽
附
加
挽
二
分
五
厘
引
上
げ
を
實
行
ず
る
爲
め
近
く
開
催
せ
ら

る
べ
匙
国
際
會
講

に

於
て
、
或
國
は
適
當
な
る
弊
助
者
保
護
制
度
を
支
那
に
黄
行
せ
じ
む
る
こ
ε
を
以
て
、
關
挽
引
上
の
承
認
條
件
の

「
つ
.ご
せ
ね
ば
な
ら

狙
。

支
那
は
国
際
協
約
の
問
題

ご
し
て
取
扱
ふ
み

こ
ε
の
最
も
多

き
國
で
あ
る
が
、
.従
来
の
協
約
は
概
ね
支
那
の
経

済
的
利
益
を
各
憾

の
問

に
如
何

に
分
配
す

べ
き
や
を
題
目
ε
し
紀
の
に
反
し
、
今
後
は
支
那
の
肚
會
状
態
を
改
善

糾蔚

論

支
那
の
産
業
弔
封
ず
る
般
資

・

語用
十
六
巻
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六
號

八
九
)

九
七
七
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時
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す

る
こ
ε
を
も
国
際
協
約
の
重
要
項
目
ざ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

進
歩
し
た
る
外
囲
の
企
業
家
技
術
家
ε
豊
富
な

る
外

国
資
本

`
が
盛
ん
に
支
那
に
.入

っ
て
産
業
の
経
管

に
従
事
し
、
共
紡
績
業
の
如

き
は
久
し
か
ら
ず
し
て
我
国

の
錘

撒

に
追
ひ
及
ば
ん
こ
し
つ
ゴ
め
る
今
日
に
至

っ
て
、
支
那
は
最
早
や
其
工
業
の
幼
稚
な

る
こ
ε
を
理
由
ε
し
て
勢

働
者
保
護
の
国
際
的
責
任
よ
り
全
免
せ
ら
る
る
を
得
な

い
。
.最
%
支
那
の
如
く
国
家
機
關
の
甚
だ
不
完
全
な
る
國

に
於
て
廣
、
如

何
な
る
肚
會
的
立
法
を
駕
す
も
其
蟹
行
の
見
込
な
し

乙
認

め
て
、
此
國
際
協
約
に
反
射
す

る
意
見

も
起
る
で
あ
ら
う
が
、
併
し
支
那
に
於
て
有
利
に
工
業
を
警
み
得
る
場
所
は
、
外
人
の
勢
力
の
及
び
易
き
居
留
地

及
其
附
近
で
め
つ
て
、
支
那
の
企
業
者
毛
交
通
不
便
な
る
奥
地

に
於
て
大
規
模
の
工
業
を
脛
督
す
る
こ
ε
は
困
難

で
あ
る
。
故

に
各
国
共
同
し
て
支
那
政
府
を
動
く
る
証
き
は
、
相
當
の
勢
働
者
保
護
制
度
を
實
行
ず
る
こ
ε
は
困

難
で
な

い
。
.支
那
の
輿
論
は
近
家
国
際
的
援

助
叉
は
監
督
に
謝
し
て
非
常

の
反
抗
を
示
し
て
居

る
が
、
勢
働
者
保

護

の
爲
め
の
國
際
共
同
援
助
は
、
外
囲
の
利
益
の
保
護
を
目
的
・し
下
る
從
來

の
國
際
的
監
督
ピ
は
全
然
性
質
を
異

に
し
、
支
那
の
砒
曾
改
善
を
第

一
の
眼
目
こ
す
る
も
の
で
か
る
か
ら
、
徒
ら
に
國
権
侵
害
ε
し
て
之
に
反
封
ず

る

の
理
由
は
立
た
澱
。
此
黙
は
豫
ね
て
支
那
肚
會

の
改
善
に
努
力

し
つ
、
あ
る
真
摯
の
青
年
支
那
の
共
鳴
せ
ね
ば
な

ら
組
所
で
あ
る
。

σ

.

ご
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